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｢寄せ蛾記」８３号表紙の説明

セスジシミ αe"oZeDi”ａＺｉ"eatａ（寄居町産）

最近、寄居町の自宅でシミをよく見かけるよう

になった。どの個体も同一種のようであり、表記

の種名のようである。1996年の晩秋から1997年の

５月にかけては、母屋室内の壁面や障子にいるの

を５回ほど見ている。シミは存在感の薄い昆虫で

あるが、けつこうしたたかな虫であるようだ。

表紙

図と説明：内田正吉

デザイン：小堀文彦
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埼玉県で得られたアリガタバチ類

寺山守・南部敏明

●●● ●●●

アリガタバチ科はセイボウ上科に含まれ，チョウ目やコウチュウ目の幼虫に寄生する習性を持つ体

長１－２０mm程の小形のハチである．農林業害虫の天敵としての利用を目指した研究が各国で進められ

る一方，家屋内で人を刺す種類も存在し，人間との関わりの深い昆虫でもある．しかしながら，日本

を含めアジアでの本科の分類研究は遅々として進んでおらず，現在のファウナの解明率は20％以下で

あろう（Terayama,1996b）．日本のアリガタバチ類は現在３亜科８属13種が知られているが，実際に

は４亜科16属78種（1996年12月時点）を認めている．これらの大部分は新種と判断されており，寺山

によって日本産本科の総説が準備されている．いまのところ，県単位のまとまった目録として発表さ

れたものは羽田・寺山(1996)による福井県のもののみで，ここには４亜科７属15種が報じられている．

今回，著者らの所蔵標本を中心に埼玉県産のアリガタバチ類をまとめた結果，４亜科11属23種とな

った．これらの概要を本報で発表しておきたい．これらの種の多くはまだ学名を持たないが，和名を

表記することによって種が特定できるようにした．なお採集者の名の内、芳川陽二氏はYY，南部敏明

はTNと略した．

本文に入るにあたって貴重が標本を恵与，あるいは貸与下さった内田正吉，岡本守夫，小西和彦，

長谷川道明，芳川陽二の各氏にお礼申し上げる．

BETHYLIDAEアリガタバチ科

Pristocerinaeムカシアリガタバチ亜科

１．AcrepJfrisjapomcus（YASUMATSU）ムカシアリガタバチ

岩槻市１９６４．７．２３，１３（YY）；同市’971.7.29,13(YY）；大宮市1965.5.18,13(YY）；秩父

市川俣１９７２．５．２１，１３(立川周二）；志木市1972.5.22,1部(T・Saito）；越生町1983.4.29,2部

（TN）；児玉町１９６８．５．６，１３(TN）；同町１９７０．６．６，１３(TN）；同町１９７１．６．９，１３(TN）；同町

1972.5.17,13(TN）；寄居町１９７２．４．２９，１３(TN）；同町１９７６．５．３０１３(TN)．

次種とともにこれまでRristocera属に位置づけられていたものであるが，寺山(1996a)が世界の

〃istOCerZ"ａｅ亜科全属の系統解析を行った結果、RriStoCera属についてはjCrePJ[rZS亜属を

独立した属に昇格させる取り扱いを行い，よって現在本種と次種はjcrepJ画ｓ属に位置づけられる。

２．jcrepJzr?ism加ﾉ”ｓ（YASUMATSU）ツヤムカシアリガタバチ

岩槻市１９７１．８．２９，１３(YY）；同市’971.8.14,2部(YY）；同市１９７１．８．２９，２３(YY）

１９７１．８．３０，２３(YY）；浦和市１９６５．８．２，１３(YY）；江南町１９９５．９．１９，１３（TN)．

３．〃e"eszasp、カグヤアリガタバチ
●

北本市石戸宿1990.5.26,1早(TN)．

－２３１１－
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４．Pseu虚sohrac紅皿ｓｐ，ナンブクビレアリガタバチ

越生町1979.6.18,1早(TN)．

本属のものとして日本から３種を確認しているが，２種は琉球列島に分布しており，九州本土以

北からは本種本個体のみが得られている．本属は好蟻性甲虫の幼虫に寄生するものと推定されてい

る．

Epyrinae上メアリガタバチ亜科

５．〃”isapZcaIZsWALKERクシヒゲアリガタバチ

小川町１９７５．３．４，５早（岡本守夫）；同町青山1988.4.16,1早(TN）；寄居町1978.10.16,2早

（TN）；同町１９７９．１０．２８，１早(TN）；同町1979.10.151早(TN）；吉田町１９７０．６．７，１早(TN）；神

川村1968.9.16,ｌ早(TN）；皆野町1984.8.17,ｌ早(TN）；秩父裏山1979.7.30,ｌ早(TN）；小鹿

野町森谷戸1988.4.16,1早(TN）；大滝村１９９６．９．３，１３（寺山守)．

和名は雄の触角が櫛歯状であることに由来する．雌の触角は通常の形態である．実は，学名の

EapZca〃ｓWALKER,１８７４はEapZca〃ｓ（MOTSCHULSKY,1863）に先取されていることから，

置換名を必要としている．

６．助JfrゾｓＡアシユラアリガタバチ

寄居町赤浜1984.6.14,1早(TN）；岩槻市1964.8.31,1早(YY)．

７．〃Jrrissp・Ｂコバネアリガタバチ

岩槻市1965.7.28,2早(YY)．

前ばねが前伸腹節後縁をわずかに越える程度に退化している興味深い種である．

８．助JfrZssp・Ｃハゴロモアリガタバチ

岩槻市1965.5.23,1早(YY）；岩槻市1964.7.29,1早(YY）；同市1965.5.25,ｌ早(YY）

同市’968.8.20,ｌ早(YY）；同市1971.8.29,1早(YY)．

９．〃Jzrゾｓｓｐ．Ｄヒテンアリガタバチ

岩槻市1965.5.24,ｌ早(YY)．

１０．〃”ｉｓｓｐ．Ｅイダテンアリガタバチ

岩槻市１９７１．８．２７，１３(Ｗ)．

これまでのところ埼玉県，鹿児島県，福岡県，福井県から得られている．

11．〃Jfrqissp．Ｆヌバタマアリガタバチ

寄居町玉淀1984.8.13,13(TN）；寄居町玉淀1984.8.13,9部(TN）；寄居町赤浜１９８４．８．１４，

３３(TN）；同所１９８４．８．２２，２３(TN）；同所１９８４．８．２８，５３(TN）；寄居町１９８０．７．２０，１３(TN）

；同町1980.8.25,1訊(TN）；岩槻市1964.10.26,13(YY)．

12．EPJErissp・Ｇショウキアリガタバチ

秩父野上１９７１．８．２８，３３(YY)．

13．〃Ｘｒｉｓｓｐ・Ｈヤマトヒメアリガタバチ

岩槻市１９７１．７．２９，１３(YY）；岩槻市1971.7.29,103(YY）；同市1971.7.30,113(YY）；同

市１９７１．８．２７，１３(YY）；同市’966.7.21,1部（YY）；同市１９６４．８．３１，２３(YY）；同市１９６４．８．
２９，１３（YY）；秩父野上1971.8.28,2部(YY)．

－２３１２－
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14．ノツbIepJzrisata"ie"sｉｓ（ASHMEAD）アダミアリガタバチ

小川町1971.8.3,ｌ早(TN）；同町1976.12.6,1早(TN）；岩槻市１９７１．８．２９，１３(YY)．

Ｈ、atamiensisは原記載以降長い間正体不明の種で，戦前はともかくも戦後においても今日まで

図鑑等に登場することのなかったハチである．近年，寺山がスミソニアン自然史博物館（アメリカ

合衆国）に保管されている基準標本を点検し，これによって種を特定することが可能となった．ア

リガタバチ科の中では比較的普通に得られる種であった．

15．肋Iep”ｊｓｓｐ・ツガルアリガタバチ

秩父武甲山(標高670m）1993.9.15,1早（内田正吉)．

これまでのところ埼玉県と青森県からのみ得られている．

16．LaeIiussp・Ａアシグロアラゲアリガタバチ

川越市喜多院1974.6.15,2早(TN）；江南町野原1993.9.15,3早(TN）；同市同地点１９７４．４．１，

１早(TN)．

寺の山門の柱に小さな穴が沢山開いていてそれに出入りしていた．ヤスマツニテラ（アナバチ科）

とばかり思って採集していた．動作がよく似ている．

17．Laejiussp・Ｂキアシアリガタバチ

岩槻市1966.9.27,ｌ早(YY）；同市１９６６．９．９，１早(YY）；同市1972.9.11,ｌ早(YY）；越生町

1979.7.16,2早(TN）；同町1979.11.19,1早(TN）；同町１９７７．９．８，１早(TN）；同町１９７９．７．４，

１早(TN）；同町1979.11.5,1早(TN）；寄居町1976.10.？，２早(TN）；同町1973.8.？，l早(TN）；

同町1969.9.8,ｌ早(TN）；同町1973.7.15,1早(TN）；同町1989.10.10,ｌ早(TN)．

日本で多く採集されるものの一つで，Lae〃ｕｓ〃zcro"eurUsの学名で知られているものである．

寺山は皿croj7eurUsのタイプ標本をパリ自然史博物館（フランス）から取り寄せて点検したところ，

日本のものは皿cro"eurusとは別の種で実は未記載種であることが判明した．皿croj7eurUsは欧州

に限って分布しており，日本からの記録は恐らく全て誤同定であろう．

18．〃asta"o』russp・ムサシケシアリガタバチ

寄居町中小前田1994.8.27,1早（内田正吉）；同所1994.8.27,15早（内田正吉)．

内田氏宅の納屋の小麦にコクヌスト等が付きそれに寄生していたものと思われる．これまでのと

ころ本県からのみ記録されている．

１９．s℃IerodemUs〃』PPO"ZcusⅦASAホソアリガタバチ

飯能市1972.4.29,ｌ早(H・Kobayashi）；同市’972.5.12,2早(H・Kobayashi）；寄居町１９６５．５．

１，２早(TN）；同町1965.4.17,ｌ早(TN）；同町１９８１．６．１，１早(TN）；同町１９８２．８．４，３早(TN）；

所沢市1971.4.,1早(T・Kuroda）；岩槻市1965.5.23,1早(YY）；同市1965.5.22,ｌ早(YY)．

学名は変更の予定である．パリ自然史博物館所蔵の〃iSSQmPﾉｹaIUSルa麺a"血BUYSSON,１９０２（基産

地：日光)を検したところ，現在までSbIeroder画ｕｓ〃Zppo"icusYUASA,１９３０としていた種と同一の

ものであることが判明した．また，本種はりissQmp力aIUs属のものではなくscjeroder画ｕｓ属のも

のである．よって学名はScjerodez函ｕｓ力ama"虚（BUYSSON）に変更される予定である．また，中華

人民共和国から記載されたＳｇｕａｍＸＩＡＯ＆ＷＵも本種の同物異名である．

Mesitiinaeトゲアリガタバチ亜科

20．ノツeterocoeJiasp・キシモアリガタバチ

越生町1979.5.22,ｌ早(TN）；江南町野原1993.9.15,ｌ早(TN)．

－２３１３－
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頭部と腹部が黒，胸部が赤の美しい種である．また，はねが退化的で，前伸腹節後縁に達しない

程度の長さである．これまでのところ，埼玉県，東京都，福井県からのみ得られている．地上30ｃｍ

ほどの葉の上にとまっているのを，アリバチモドキの雌と思って採集した．

２１．０do"tepJEriasp・ワシバナアリガタバチ

小鹿野町１９８８．７．６，１早(TN)．

東洋区とエチオピア区の熱帯・亜熱帯に分布する属でヨーロッパからも１種が記録されている

（Terayama,1995)．しかしながら，本種の分布は北海道から東北・関東・中部地方までで，北方に

傾いている点は面白い．

Bethylinaeアリガタバチ亜科

22．ＣＯ"iozusjapoj7icusASHMEADハマキアリガタバチ

埼玉県1966.7.14,15早２３(K・Uchibori）；同1964.5.18,5早(K・Uchibori）；東松山市物見山

１９９３．４．７，１早（玉木長寿）；戸田市新曽1986.10.15,3早(長谷川道明）；寄居町１９７９．９．２７，１３

（TN）；岩槻市１９６４．８．４，１早(YY）；秩父野上1971.8.18,1早(YY）；深谷市1967.12.11,1早

（TN）；毛呂山町鎌北湖1973.5.6,ｌ早(TN）；寄居町1979.9.27,2早(TN）；同1996.7.28,1早

（マレーズトラップにより採集）（TN)．、

本属は日本で多く採集されるものの一つであるが，これまでGoniozusjaponicusl種しか記録

されていない．本邦には１０種以上が実在することから，同定には注意を要する．

23．ＣＯ"ioZussp，エリハマキアリガタバチ

寄居町中小前田1994.10.29,1早（内田正吉)．

これまでのところ，埼玉県，東京都，鹿児島県からのみ記録されている．

引用文献

羽田義任・寺山守，1996．福井県のアリガタバチ科昆虫目録．福井虫報，１９：17-20．

Terayama,Ｍ・’1995.PhylogenyanddistributionofthesubfamilyBethylinae（Hymenoptera：

Chrysidoidea：Bethylidae)．Bull・Biogeogr・ＳＯＣ・Japan,５０：１－９．

－，l996a・ThephylogenyofthebethylidwaspsubfamilyPristocerinae（Hymenoptera，

Bethylidae)．Jpn．』．Ｅnt.，６４：587-601.

－，l996b・AtaxinomicsynopsisoftheBethylidae（Hymenoptera：Chrysidoidea）ofthe

OrientalregionandtheeasternpartofthePalaearcticregion・ＸＸ・International

CongressesofEntomology，Proceedings（Italy)，：６８．

(てらやままもる

(なんぷとしあき

〒113文京区弥生l-1-1東大・農・農業生物）

〒369-12大里郡寄居町桜沢２３９７－２）

－２３１４－
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埼玉県内のラクダムシ若干の記録

豊田浩二

ラクダムシの仲間は，埼玉県からはラクダムシ助oceZZZajapQ"caOKAMOTO1種のみが知られて

いる．成虫を野外で見る機会は極めて稀で，県内では数個体が得られているに過ぎないが，幼虫は生

息場所が判明しているので比較的見つけやすい．この幼虫は，主にスギやマツ等の，生木もしくは伐

採木の樹皮下に生息し（図１），他の節足動物を摂食する．沢沿いで高湿の環境を特に好み，大木の

樹皮下に多い様である．また，飼育目的で採集の際に，数個体を一緒の容器に入れておくと，共食い

を起すので注意が必要である（図２）．

筆者の住む嵐山町では，ラクダムシは比較的多いようである．恥ずかしい話であるが，1995年に同

町菅谷館跡内のスギ林より採集した幼虫を，始め筆者は某アトキリゴミムシの幼虫と思いこみ（本当

は全然違う形をしている），１０個体程を一つの容器で飼育していた．気づいたときには既に遅く，共

食いのために１匹になってしまっていた．この個体は，小昆虫等を与え続けたところ，３月には踊化

していた．その形を見て，初めてラクダムシだと理解したのである．それからはスギの樹皮下に注意

をはらう様にしている．

筆者は今回，嵐山町内の調査においていくつかのラクダムシを採集しているので，飼育中のものも

含めて，県内の若干の記録と共に報告する．

１ex，埼玉県嵐山町菅谷，７．１．１９９５（幼虫，羽化,20.1V､1995）－（図３）－；４exs，同所，９．１１．

１９９７（幼虫）；２exs，埼玉県嵐山町鎌形（嵐山渓谷），9.11.1997（幼虫）；１ex，同所，１０.I1.

1997（幼虫）；１ex，同所，11.11.1997（幼虫）；３exs，同所，18.11.1997（幼虫）；１ｅｘ，同所，

20.11.1997（幼虫）；１ｅｘ，同所，25.11.1997（幼虫）；１ex，埼玉県荒川村白久500malt.，31.Ｘ

11.1995（幼虫）以上豊田採集・保管．；１ex，埼玉県両神村日向大谷700皿alt.，２３.ＸＩ.１９９６（幼虫，

豊田目撃）．

両神山では，ガロアムシ調査の帰り道に，道脇に生えていたスギの樹皮を剥がした所，潜んでいた

幼虫を見ることが出来た．荒川村の白久では，熊倉山の聖尾根へと続く林道の途中で，トチノキの樹

皮を剥がして得られた．それぞれ標高700,,500ｍの沢沿いの場所であるが，山地での記録は無い様

なので貴重であろう．また，県内の分布域については，越冬幼虫調査によりかなり明らかになるので

はないかと思われる．

図１アカマツの樹皮下に生息するラクダムシ幼虫（嵐山町鎌形にて）
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図２飼育中に共食いをおこした幼虫（喰われた個体の頭部が見える）
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図３飼育により得た成虫標本（嵐山町産）

《参考文献》

牧林功（1995）北本市のアミメカゲロウ類とシリアケムシ類（ラクダムシ目）．北本の動植物誌
：247-250．

松本克臣（1996）ラクダムシとキバネツノトンボの記録．寄せ蛾記（48）：2205.
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●

気になる北海道の山：夕張岳紀行

神部正博

●●●●●●

1996年６月２８日から２９日に夕張岳へ行きました．この季節の北海道は日照時間が長いので，効率よ

く山中を移動できました．また，山はよい天気だったものの，最大の目的であった高山草原帯での鱗

迩類について，たいした成果はありませんでした．けれど，なぜか楽しい山旅でした．

羽田空港８:25出発便で千歳空港へ１０:10着(天気:曇り／

新千歳空港駅から南千歳駅へ

南千歳駅から石勝線で新夕張駅へ

新夕張駅から夕張行きへ乗り，清水沢駅（１２:56）下車

駅前から待機中のタクシーで夕張岳ヒュッテ手前まで

タクシーは旧三菱石炭鉱業鉄道沿いを並走する．

この運転手さん．とても明るい方でいろいろと，

この土地について話してくれる．その鉄道の跡は

現在サイクリング道路になっている．けれど，今

は道路管理をしていないという．左に廃線跡を見

ながら右に夕張川．そして，シュウパロ湖があら

われる．これはダムであり，来年に規模を拡大す

るらしい．完成後はこの道路も周辺の住宅も沈む

という．タクシーは民家が途切れた頃，目指す林

道へ入る．これから進む林道は未舗装だが，荒れ

ていない．深い森のなかを延々と走ってゆく．た

だ老木はあまりない．大きな木だった古い切り株

が点在し，林相は明るい．

一一一一一鉄道地図一

林道終点の駐車場でタクシーを降り，「夕張岳ヒュッテ」へむけ歩き出す．すぐに新鮮なエゾシロ

チョウ（１３)を目撃し北海道へ来た実感を得る．（しかし本種の確認はこれ一回だけ）右に夕張岳登

山道の「冷水（ひやみず）コース」を確認し，ヒュッテに到着．ここで，ヒグマや残雪状況などを聞

いて，登山を始める．

昼飛性の蛾は「冷水コース」起点周辺の林道沿いと，この登山道で若干得られた．そのまま登り続

けると，満開のノビネチドリが点在するところへやってきた．ここまで来てはじめて『花の夕張岳』

へ訪れた実感が湧いてくる．ここを通過する頃に小雨が降りだしてきた．左手にはスキーのストック．

重量登山では登り道でも便利な感じ．右手にはツナギ竿．これ，なにがなんでも手放せない．背中の

ザックの横に傘を広げて固定し，もくもくと急傾斜の続く道を歩く．

ようやく「望岳台」にでると北方に夕焼けの「唾(きりぎし)山」の岩塔を２本望む．とても美しい

光景である．さらに進むと，登山道では小さな雪渓の横断を繰り返すようになる．「憩（いこい）

沢」の直前まで進んだころ，いよいよ日没がせまってくる．すると，道の横にチシマザサを刈り込ん

だよい空間を発見．（19:30）ここをビバーク地に決める．さっそくガスランタン２台を点灯しスクリ

ーンをはり蛾の飛来を試みる．しかし，風が強い．また，月齢もよくない．２３時まで待つがさびしい

状態．でも，鳥の声は終日にぎやか．（後になって思うのだが，夜中に聞こえた『鳥の声』の主，実
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はナキウサギだったかもしれない）登山靴をキタキツネにもっていかれぬよう，ツエルトにいれて寝

る．

翌朝(２９日）の最低気温は，周囲に多量の雪渓があるのに１０℃程度だった．予測より，気温が高かっ

たせいか良く眠れた．きのう（金曜日）は，３組のパーティーと会っただけだったが，今日は土曜日．

朝食中にヒュッテを早く出たらしい１組のパーティーがもう現れる．

こちらも荷物をまとめ，軽装で出発．なにせ，このビバーク地点は高山草原帯の端である．今日（土

曜日）はツェルトを張ったまま，ほとんどの荷物を残して行動する予定．道沿いなので登山者の往来

によってツェルトをキタキツネに荒らされる心配は少ないと思う．緩斜面地帯を軽装で山頂を往復す

るだけなので非常に快適であろう．朝から天気も良く，うれしくてしかたがない．

「憩沢」周辺は残雪が多かったものの，「前岳湿原」から「お花畑」は最大のハイライトコースで

ある．この登山道沿いなど，さすが夕張岳．固有種など高山植物の花の多さ（種類数．株数とも）に

あいた口がふさがらない．行きつもどりつしていると，一般の登山者がぽつぽつ現れる．手にはほぼ

全員カメラをもち，プロ風なひとから素人まで撮影に興じている．しかし，虫はいない．こちらもつ

られて，花々の撮影をしてしまう．次第に登山者が増えてきたこともあり，道沿いから広がる雪渓を

利用し，コースから離れ高山蛾を探す．でも，なにもいない．花だけはたくさん咲いている．

"篭I:1,心‘

虞岩胤壊iN#N価
即皿馳紋岩崩壊地

画岳台一▲皿亦

ところで，この山でもっとも有名な植物に，ユウバ

リソウとユウパリコザクラがある．ユウバリソウとは

八ヶ岳，北アルプス，礼文島，あるいは大雪山などに

自生するウルップソウ類と同属である．特徴は花の色

が紫でなく白色であること．また，ユウパリコザクラ

はその名のとおりサクラソウのなかま．ユウバリソウ

は自生地が局所的なものの存在感がある．ユウパリコ

ザクラは，コース沿いで激減状態．

「お花畑」を通過するとすぐに，「吹き通し」へ出

る．ここだけなぜか，強い風が吹いている．しかもこ

の風，とても冷たい．実にもっともな地名をつけてい

る．ここから山頂までは傾斜がややきつい．しかし，

周囲の花々に加え眺望がすばらしい．ハイマツの濃い

緑と草原の淡い緑．点在する雪田の白．蛇紋岩崩壊地

の灰色．山麓の広大なる森林地帯．ただ，この森林に

は当然ながらアカエゾマツなど植林も含まれているは

ずである．けれど，本州の杉林のような違和感は感じ

ない．さらに遠くの山並など，とても変化に富んでい

る．このように，なんとも良い風景である．

頂上直下の窪地にでると「夕張岳山頂神社」がある．

このあたり，いかにも虫がいそうな環境と感じる．こ

こで休憩をとり，虫たちの飛来を待つことにする．で
↓

夕頚市へ も，虫はとても少なし､．そこで，近くの登山者と雑談
一一一一現地地図一 をする．夕張のヒグマを地元の方Iま『昔は山頂から数

頭の個体が常に見られた』という．けれど，今回は足

跡や糞などの痕跡も見られない．また，山頂直下ではナキウサギが生息していることを知る．その声

を時おり聞きつつキバナシャクナゲ（花は終了期）やウラジロナナカマド（満開）などの花々を注視．
決して視線は花々から離さない．山頂ではオオイチモンジ（1部)が現れたがこちらへ接近しない．

帰路になってようやく「お花畑」で若干の蛾を観察できた．さらにゆっくりとビバーク地点へ引き
返す．また，次の行動についても考えなければらない．

食料は十分ある．水も豊富に得られるが，虫があまりに少ない．翌日は日曜日で登山者が急増しそう．

また，天候が崩れそうなことから下山と決める．下山中も「熊よけ鈴」をぶらさげて歩くのだが，他
人の鈴の音はけつこううるさい．けれど，たまにこの鈴を持たない人がいる．視界の効かないところ

でガサガサされると緊張してしまう．森林帯では昼飛性の蛾を観察しながら夕張岳ヒュッテへ帰る．

－２３１８－
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このように，今回もっとも収穫があったのは登山口周辺．いちおう，小屋の前で「屋台」をセット．

明るい月がなかったらいいのに。・・・やって来たのはモンキシロシャチホコ（1ケ)のみ．

ヒュッテはさすが土曜日の夕方．たくさん登山者が来ている．大半は，札幌方面在住の人々のよう．

夕食の御飯を炊いているとジンギスカンをやっている方にまぜてもらいとてもしあわせ．Ｋさん，あ
りがとうございました．このように山ヤの雰囲気は北海道と「内地』ではちがうところがある．こち

らは，頂上周辺の状況など聞かれた範囲でお答えするくらい．

この山小屋の外見，やわなプレハブ小屋にみえるがちがった．中は太い柱でしっかりとできている．

そして，寝場所も十分、となりの人とくっつくことはなさそう．翌日（３０日）は，朝から雨．このた

め，今回の登山は終わりにする．

ユウバリソウ

本種は蛇紋岩崩壊地と呼ばれる砂喋状の地形に自生している．ここは，本種を筆頭に

ムシトリスミレの花も多く美しい，ユウパリコザクラはこの砂喋地とハイマツとの境界

部でわずかながら可憐なピンクの花をつけていた．遠くからこの砂喋地を望むとただの

岩場にしか見えない．けれど，白や黄色，さらに桃や紫色系の花々が多く咲いており，

豊かな植性である．

千歳空港では羽田行きの便に空席があったので，予約を変更する．出発まで，すこし時間があるの
で「ユック」という郷土料理の店で食事をとる．実にこの食事はよいものでした．というのも，これ
までほとんど自炊だったのです．こうして，ちょっとリッチな食事をすませ飛行機に乗り込む．する

と気持ちは急に切り替わってしまう．もう，旅情などあったものではない．これであっというまの北
海道旅行はおしまいです．

参考文献

梅沢俊ほか(1992)北海道夏山ガイド⑤道南・夕張の山やま北海道新聞社
（この北海道夏山ガイドは第１巻から６巻まであります．写真が豊富ですので見る
だけでも楽しい本です）

鮫島惇一郎ほか(1993)新版北海道の花く増補版＞北海道大学図書刊行会

(かんくまさひろ〒340草加市西町366-7）

●●｡
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●●●●●

1996年埼玉県内でのトンボ記録

喜多英人

●●●●●

1996年に県内で観察したトンボのうち，生態的に興味深いと思われるものを中心に報告する．なお，
全て目撃(撮影)記録である．

オツネントンボ

１９９６．３．３１５～６３；皆野町国神

連結産卵１

３月に産卵を確認したのは初めて．３は全て成熟しており，

ていた・他の部が侵入すると，飛び立ち，つかみかかるなど，

この日の熊谷の最高気温は２３．２℃まで上がった．

１９９６．４．２９交尾2,（10:00,10:10）；皆野町国神

連結産卵多数

ヒガシカワトンボ

１９９６．８．１４１３(橿色型）；寄居町折原

ムカシトンボ

１９９６．５．２６

１９９６．６．１

１３；皆野町阿熊川上流

２３；飯能市間野

池畔で静止してテレトリーを張っ

攻撃性が強い．

ミヤマサナエ

１９９６．７．２７１早産卵(16:30）；小川町槻川

１９９６．８．１１１早産卵(16:05）；嵐山町都幾川

１９９６．８．１４１３；嵐山町都幾川

本種は幼虫及び羽化は両河川で極めて多く観察されるものの，成熟成虫を見ることは稀である．

キイロサナエ

１９９６．５．２５約l0exs羽化；東松山市都幾川

１９９６．６．１１早羽化(失敗）；同上

１９９６．６．２３３～４３；同上

２早産卵(12:15,12:55）；同上

１９９６．６．２９２～３３；同上

３早産卵(8:００，８:05,9:１０）；同上

１９９６．６．３０２～３３；同上

３早産卵(9:12,11:20,12:10）；同上

交尾１(12:10）；同上

羽化は，同所で見られるヤマサナエより約２０日程遅れる．産卵は，岸の泥を連続的になでるように

行い，長いものは20分間継続した．（写真）

交尾は，産卵中の早を捉え，約4mの樹葉上に静止していたものを1例観察したのみ．

ホンサナエ

１９９６．４．３０羽化数lex；東松山市都幾川

－２３２０－



1997年6月

1９９６．５．２

１９９６．．５．４

１９９６．５．２５

羽化殻9exs；同上

羽化殻4exs；嵐山町槻川

３３；東松山市都幾川

2部；嵐山町槻川

寄せ蛾記（83号）

コサナエ

1996.4.29約l00exs羽化；皆野町国神

１９９６．５．６約10exs羽化；同上

１９９６．５．１９１３２早羽化；同上(小さなたまり）

５早産卵；同上

１９９６．５．２５４早産卵；東松山市都幾川

一昨年同様国神では，４月２９日に3ケタの羽化が見られたが，昨年は一週間以上過ぎてもまだ羽化す

る固体が見られ，羽化期がバラついた感じがする．

昨年観察できた産卵のうち，５早は途中静止して卵塊を排出した後，打空産卵を行った．また，都幾

川の産地は，キイロサナエと同所で見られ，完全な流水であることは興味深い．

オジロサナエ

１９９６．８．１４

１９９６．８．１５

交尾1(12:00）；寄居町折原

交尾２(１２:00,15:00）；同上

アオサナエ

１９９６．４．３０１３１早羽化(羽化殻約10exs）；東松山市都幾川

１９９６．５．２約40exs羽化；同上

１９９６．６．１２早産卵(16:30,17:05）；嵐山町都幾川

１９９６．６．２１早産卵(9:30）；同上

羽化は，雨でも多数見られた．産卵は朝と夕方に見られた．

クロサナエ

１９９６．５．２６５exs羽化；皆野町日野沢川

１９９６．６．１２６３１早；飯能市間野

日野沢川では，本種が羽化している場所に成熟したダビドサナエが戻って来ており，産卵も見られ

た．クロサナエの産卵場所はもっと上流と思われ，ダビドサナエとの生息域と出現時期による棲み分

けは興味深い．

オニヤンマ

1996.8.10交尾1(18:00）；嵐山町都幾川

このカップルは夜まで交尾を継続するのだろう．

ミルンヤンマ

１９９６．９．２３交尾２（14:00,15:30）；寄居町折原

コシボソヤンマ

１９９６．７．２７羽化殻9exs；寄居町折原

１９９６．８．１１２早産卵（9:00,9:30）；同上

１９９６．８．１４２早産卵(12:40,13:20）；同上

１９９６．８．１５１早産卵（15:00）；同上

１９９６．８．２５２早産卵(10:30,11:00）；同上

産卵中の早は，３が探雌に訪れると，産卵している朽ち木の裏側に回り込み，３を避ける行動をと
った．
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クロスジギンヤンマ

１９９６．４．２９１３２早羽化；皆野町国神

１９９６．５．６１３１早羽化；同上

ｌ研(成熟）；同上

ヨツボシトンボ

１９９６．４．２９１３羽化；皆野町国神

１９９６．５．４１早羽化；同上

１９９６．５．６５exs羽化；同上

ヒメアカネ

１９９６．９．２３交尾3.単独産卵１；皆野町国神

コノシメトンボ

１９９６．９．２３連結産卵約１０(10:00～13:00）；皆野町国神

単独産卵１；同上

単独産卵の早は，３を避けるように岸辺の葉かげにもぐりこんで連続打水産卵を行った．

1997年6月

ネキトンボ

１９９６．９．２３連結産卵８；皆野町国神

通常池の中心部で行うが，水面がヒシで覆われていたため，比較的岸に近い解放水面でよく見られ

た．うち２カップルは，単独産卵に移行した．

写真キイロサナエの接泥飛翻産卵1996年６月２３日（東松山市）

(きたひでと〒203束京都東久留米市滝山６－２－１５－３０８）

－２３２２－



1997年6月 寄せ蛾記（83号）

浦和市・川口市での蛾類採集メモ

神部正博

筆者は浦和市・川口市で蛾類を採集しているので報告する．

同定，和名・学名は日本産蛾類大図鑑（1982）に従った．その後の，分類学的な変更はPost-MJ

Additions＆ChangesEdn．’（日本産蛾類大図鑑以後の追加種と学名の変更杉繁郎編）

TheJapanHeterocerists，SocietyTokyoOctoberl994に従っている．なお，種名に付した数字は前
掲書のシノニミックカタログ番号である．

以下の記録のうち川口市のデータは築比地秀夫氏に．そして，浦和市のデータは鈴木幸氏に採集面

で大変お世話になったのでお礼申し上げたい．

７８ハイイロボクトウ〃rag刀ataecZacasta"eae（Hubner）

川口市行衛（灯火採集）ｌ早１１Jun･’988

1484ナカモンツトガ肋五Ｊ'soteuc脳ａｐｏｒ℃eIa"ejIa（Motschulsky）

浦和市南部領辻（灯火採集）ｌ３１８Ｓｅｐ､1994

1720シロアヤヒメノメイガ〃ase"jareticuJa〃ｓ（L1nnaeus）

浦和市南部領辻（灯火採集）ｌ３１１８Ｓｅｐ､1994

1806ヒメマダラミズメイガEIQPﾉｹZJatuZ力atａ（Butler）

浦和市南部領辻（灯火採集）ｌ３１８Ｓｅｐ､1994

1963オオトビネマダラメイガＣｂ"obat〃ao6rUte〃ａ（Christoph）

川口市行衛（灯火採集）１３１１Jun,1988

2191クスアオシヤク乃ajassodessu69Uadrarialnoue

浦和市南部領辻（糖蜜採集）ｌ早２０ct､1994

2306ウスサカハチヒメシヤクScqPuJasemg刀ｏ６ｕｉｓｌｎｏｕｅ

川口市行衛（灯火採集）ｌ早ｌｌＪｕｎ・’988
2314キオビベニヒメシヤクノ〃aeaZmpexa（Butler）

川口市行衛（灯火採集）１３１１Jun､1988

2323ヨスジキヒメシヤク〃aeaaurゾcｚＷａ（Butler）

川口市行衛（灯火採集）１早１１Jun､1988

2548ウスアカチビナミシヤクEUPZ幼ｅｃｉａｒＵ企sce"sButler

川口市行衛（灯火採集）ｌ３１１Ｊｕｎ､1988

2560ウスキミスジアツバノツez血ｉ"iaare"osaButler

川口市行衛（灯火採集）１３１１Jun､1988

2698ウスオエダシヤクGodo"eIa力ebesata（Walker）

川口市行衛（灯火採集）１早ｌｌＪｕｎ６１９８８

３２８２クシヒゲコケガノＶＭｍｄｉａｏｃ力raceａ（Bremer）

川口市行衛（灯火採集）１３１１Jun､１９８８

３３５６クロスジシロコブガノVbJatae"iataSnellen

浦和市南部領辻（灯火採集）１早l8Sep・'994

３４６２キノコヨトウCrlZpﾉｹａ〃its肋asズ（Marumo）

浦和市南部領辻（灯火採集）ｌ３１８Ｓｅｐ､１９９４

４０６０ヒメネジロコヤガ脆血at伽sig刀ｉｆera（Walker）

川口市行衛（灯火採集）ｌ３ｌｌＪｕｎ､ｌ９８８

浦和市南部領辻（灯火採集）１早l8Sep､1994

(かんべまさひろ〒340草加市西町366-7）

－２３２３－



寄せ蛾記（83号） 1997年6月

三峰山から霧藻ガ峰の蛾類メモ

神部正博

●

筆者は1997年４月１１日から１２日にかけて標題の地域（秩父郡大滝村）にて蛾類を得たので報告する．

昼間の採集は登山道沿いで行った．今回，特筆すべき種としてカバシャクがあげられる．本種は埼玉

県下で初記録と思われる．

灯火採集は霧藻ケ峰休憩小屋にて灯油燃料の加圧式ランタン(OPTIMUS:1550Ｇ明るさ:310W)を光源と

して使用．なお，灯火は18時30分から午前２時まで点灯した．このとき，蛾類の飛来は日没とともに

ウスミドリコバネナミシヤクから出現し，エゾモクメキリガが午後11時30分に現われたのが最後であ

った．また，夜間採集中の気温変化は約10℃から5℃程度まで低下した．

1153ミヤマメスコバネマルハキバガ助e血QP力ｉＩａｆＵ"ｉｄａ（Butler）

１３:l1Apr､１９９７１３～14時頃採集三峰山～霧藻ケ峰（標高1300m前後）

６３:l2Apr､１９９７１０～11時頃採集三峰山～霧藻ケ峰（標高1300m前後）

2150カバシヤクArc飯earispar幼e"ｉaｓ（Linnaeus）

１３:１１Apr､１９９７１３～14時頃採集三峰山～霧藻ケ峰（標高1300m前後）

2353ウスミドリコバネナミシヤク７３ric力QpreZγｘ〃iracuIalnoue

４３：１１Apr､１９９７灯火採集霧藻ケ峰休憩小屋（標高約1540m）

2549ナカオビカバナミシヤクEUpZ幼eciasubbre”atastaudinger

l早：l1Apr・’99713～１４時頃採集三峰山～霧藻ケ峰（標高1300m前後）

2766ウスバシロエダシヤクRseUdera""ｉＳａ皿PIjPe""iｓ（Inoue）

１３：l1Apr､１９９７灯火採集霧藻ケ峰休憩小屋（標高約1540m）

2849アトジロエダシヤク肋c〃J'亙騨ａｄｏＺｏｓａＢｕｔｌｅｒ

ｌ早：llApr､１９９７灯火採集霧藻ケ峰休憩小屋（標高約1540m）

2871クロモンキリバエダシヤクRaJfrabIue幼ge"ズ（Pungeler）

１３：llApr､１９９７灯火採集霧藻ケ峰休憩小屋（標高約1540m）

3171シーベルスシヤチホコ0.0"tosiaSieyerlsｉズ（Menetries）

２部：１１Apr､１９９７灯火採集霧藻ケ峰休憩小屋（標高約1540m）

3588スギタニキリガPerigrapjｹａ加e"eiPungeler

l3：l1Apr､１９９７灯火採集霧藻ケ峰休憩小屋（標高約1540m）

3665エゾモクメキリガβrac〃o"J'c伽〃肋ecuIosa（Esper）

１３：l1Apr,１９９７２３:30に飛来．灯火採集霧藻ケ峰休憩小屋（標高約1540m）

(かんべまさひろ〒340草加市西町366-7）

－２３２４－



1997年6月 寄せ蛾記（83号）

●

入間市鍵山にウスバシロチョウ生息す

石塚勝己

●●●●●●●

以前，1981年に入間市におけるウスバシロチョウ（PamassiusgIaciaIisBUTLER）の採集記録を

報告した．その後，同所（入間市黒須）では，翌年の1982年５月上旬.(正確な日時は忘れてしまっ

た）に授精嚢を持たない早１個体が目撃されたのを最後に，それ以降は生息が確認されておらず，絶

滅したとおもわれる．しかし，今年になって，1981年に確認された地点より西方約１Ｋmの地点で本種

の生息が確認されたのでここに報告しておく（写真－１）．

生息確認地：埼玉県入間市鍵山

確認年月日：1997年５月５日

採集個体：１３（そのほか20個体以上を目撃）

生息が確認された場所は，図－１（1/25,000の地形図を２倍に拡大）に示すとおり，西武池袋線の

入間市駅から仏子駅へ向かって約１Ｋm程行った鉄道の敷地内で，写真－２に示すように人家が接して

いる．この線路と人家に挟まれた狭い草地で，２０個体以上が飛朔していた．そのうち１３は採集し，

展迩してある．同地に引っ越して２年以上経つが，今回たまたま犬の散歩時に偶然発見したもので，

比較的多くの個体が飛翻しているのに驚かされた．

入間市黒須で16年前に確認されたのは１個体だけであり，当時，同所周辺を踏査したが，その個体

以外は確認されなかった．先に述べたように，翌年の1982年には，未授精の１早が目撃されただけで

あり，その後は当地で確認されなくなった．こうした状況から判断して，入間市黒須の生息確認地点

のものは，絶滅に瀕した個体群であったことがうかがわれ，現在では絶滅したとおもわれる．

今回確認された入間市鍵山の生息地点では，２０個体以上の個体が飛翻しているのが目撃された．生

息確認地点は，線路と道路・人家に囲まれた狭い草地で，ウスバシロチョウの食草となるムラサキケ

マンは，生育していない．線路の反対側斜面の樹林沿いに生育しているのかもしれないが，まだ調べ

ていない．確認地点は，線路沿いの斜面に成立した草地で，線条に分布しているが，狭い範囲であり，

周囲は人家などに囲まれている．このように隔離された生息地となっており，今後，この個体群が維

持されていくのは難しいとおもわれるが，県内における東限の産地の一つであるため，会として西武

鉄道にこの生息地点の保全を申し入れてはいかがなものだろうか．

－２３２５－
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図－１入間市におけるウスバシロチョウの生息確認地点
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1997年6月 寄せ蛾記（83号）

写真－１アズマネザサの葉上に静止したウスバシロチョウ

写真－２入間市鍵山のウスバシロチョウ生息地

文献

1)石塚勝己(1981)寄せ蛾記，３２:274

(いしづかかつみ〒358入問市鍵山２－５－２１）
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オカベセボシジョウカイを八潮市で採集

雛倉正人

オカベセボシジョウカイＡ幼emMﾉsoAa6eiTakahashiは，1992年に神奈川県三浦市産の標本をも

とに，セボシジョウカイ脱ｈｅ"usyiteZ〃"us(Kiesenwetter)に酷似した新種として記載された．両

者を体型や斑紋で確実に区別することは困難だが，雄の交尾器または雌の第８腹板の形態には明瞭な

相違があり，これを見ることにより同定できる．最近，奥島(1996)は，これら２種の全国における分

布を詳細に調査し，セボシジョウカイは広域分布種であり，オカベセボシジョウカイは，南関東から

伊豆半島・伊豆諸島に分布が限られるとの結論を出している．特に，伊豆半島・伊豆諸島では，セボ

シジョウカイが記録されておらず，南関東では両種がごく近接した場所で採集されている．この報文

によると，オカベセポシジョウカイは，県単位では神奈川・静岡・千葉・東京から記録されており，

山間部よりもむしろ海に近い場所で多く得られている．また本会会誌における最近の報告，即ち牧林

(1996,1997a,l997b)中にも埼玉の本種の記録を見ていないので，筆者の採集記録をここに発表して

おきたい．特に県の東南部の平地から，今後も広く発見される可能性が高いので，手持ちの標本には

注意されたい．この小文を書くにあたり，埼玉県産ジョウカイボン科の現状をご教示頂いた小田博氏
にお礼申し上げる．

Data：埼玉県八潮市南川崎，１早，７．Ｖ、１９９７，雛倉正人採集・保管．

河川敷のアシ原のそばにあるヤナギの葉に静止していたもの．

生息数が少ないのかシーズンをはずしたせいか分からないが，他の個体は見なかった．
文献：

牧林功（1996）埼玉県産ジョウカイボン科の記録．寄せ蛾記８０：2139-2141．

牧林功（l997a）埼玉県初記録種を含むジョウカイボン科の記録．寄せ蛾記８２：2259．

牧林功（1997b）.佐々木和男氏採集の奥秩父産ジョウカイボン科について．

寄せ蛾記８２：2260-2262．

奥島雄一（1996）セボシジョウカイとオカベセポシジョウカイ（コウチュウ目，ジョウカイボン科）
の分布と色彩変異．倉敷市立自然史博物館研究報告１１：1-13．

高橋和弘（1992）神奈川県のジョウカイボン科．神奈川虫報１００：71-124.

(ひなくらまさと〒ll2東京都文京区白山2-20-13鯉田荘）
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浦和市間宮のアカシジミ

筆者は，浦和市間宮において，アカシジミ

ので報告する。採集個体のデータについては，

|ま報文中に示した。

《データ》 １早

１平１Ｊ

浦和市間宮

浦和市間宮

1．浦和市東部のアカシジミ生息地について

中川利勝

●

‘ﾉａｐｏ/７/､Ｃａ／ａｒｅａの採集および小観察を行っている

以下のとおりである。また，観察時の目撃例について

１７．Ｖ１．１９９６

１９．Ｖ|、１９９６

平地性ゼフイルスを代表するアカシジミは，一般的には普通種ということもあり，全国的にみても，

詳細な分布調査は必ずしも行き届いているとは言い難い。「浦和市」に限ってみても，分布状況を含

めアカシジミに関する記録については，質量ともに「県の蝶」ミドリシジミに比ぺてはるかに及ばな

い。厳しい言い方をすれば，記録の集積が進まぬうちに浦和市をはじめ，県南各地で宅地開発等によ

り，生息地の雑木林もろとも葬り去られてしまったとも言える。恐らく，人知れず生き延びてきたア

カシジミが，人知れず消えていった地域も少なくないであろう。

浦和市においては，過去には荒川堤防内や駒場周辺のように，東部地域以外での記録もあるが，現

在では東部地域に限ってのみ生息するものと思われる。浦和市東部地域のアカシジミ産地としては，

古くは三室，大門，見沼通船堀等が知られている。とりわけ大門地区においては，最近でもアカシジ

ミがいるといった噂を耳にするが，筆者自身は未調査のため詳細は不明である。また，古い記録にな

るが，筆者自身の東部地域におけるアカシジミの記録としては，1960年代に見沼代用水西縁沿いの大

谷□および井沼方の雑木林において，１例ずつの採集例がある。現在，これらの地域は雑木林そのも

のが消滅するなどしており，当然アカシジミの姿はない。

他万，近年の記録としては，1987年の南部領辻（巣瀬，1989），１９９４年の大崎（星野，1996）等の

記録が『寄せ蛾記』に報告されている。

恐らくかつては，浦和市東部の見沼代用水東縁西縁沿いに，ベルト状に続く雑木林に沿って大谷□，

井沼万，間宮，大門，さらには大崎，南部領辻とアカシジミが多数生息していたのであろう。もとよ

り見沼用水沿いの生息地は，浦和市内に限ったことではないので，既知産地の川口市安行や大宮市御

蔵，中川方面にもつながっていたのであろう。現在では，大谷□，井沼方のように生息地ごと潰され

てしまった地域も少なくなく，生き残っている見沼用水沿いの生息地でもアカシジミの個体数は少な

い。

本報文で観察地となっている浦和市東部の間宮地区は，所謂「見沼たんぼ」に含まれる。近年，環

境の保全を前提にしだ農地の有効利用が推し進められ，有料道路建設ほか，各所でミニ開発が進んで

きている。アカシジミの生息する見沼代用水東縁の斜面林も，少なからず影響を受けるものと思われ，

生息環境については不安材料も多い。

２．浦和市間宮の観察地

先にも触れたように，観察地の間宮地区は浦和市東部に位置し，見沼代用水東縁沿いに雑木林の斜

面林が続いている地域である。観察地においては，クヌギ，コナラ，クリ，シラカシ，ハンノキ，ソ

メイヨシノ，アオキ等，種々雑多の樹木が雑木林を構成している。下草には，アズマネザサ，クズ，

カナムグラ等が生い茂り，管理の行き届いていない放置林といった感じを受ける。植生遷移段階とし

ては，二次林から極相林への移行期に入っているものと思われる。これら斜面林の林縁を切り開く形

で耕作地が存在する。この間宮地区には，ミドリシジミの食樹であるハンノキが少ないながら残存し

－２３２９－
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ているが，筆者は，１９９４年および1996年にミドリシジミの終令幼虫を確認しており，現在でも個体数
は少ないながら，ミドリシジミが生息している。

３．アカシジミ観察メモ

１９９６年６月８日から29日にかけて，実質１０日間であったが，浦和市間宮の観察地においてアカシジ
ミの小観察を行った。以下の記述は，その時の筆者の観察メモを転記したものである。

◎1996年６月８日曇

６:30P.Ｍ・浦和市間宮（以下，観察地とする）の雑木林において，夕刻，アカシジミと思われる飛

翻中の個体を観察。黄昏時の上，はるか梢上を飛溺しているため，本種の証となる「燈色」が確認で
きないが，飛溺の特徴からアカシジミではないかと思われる。主に，クヌギの梢上を休まず飛溺。

◎６月１２日曇

６:35P.Ｍ、夕刻，飛潮する１頭のアカシジミらしき個体を観察。この個体は，いきなりクリ畑（花
は３分咲き）から飛び出し，耕作地上の広い空間を高度を上げながら，直線的に横切り雑木林の高所
へ。今日は，はっきり「燈色」を確認したのでアカシジミに間違いないと確信。

この他，同一個体かどうか不明であるが，クヌギ等の梢上で飛溺する個体を確認。同一個体を目撃

し続けているとしたら，個体数は極めて少ないと思われ，この地域の個体群の維持が可能なのか，懸

念をもつ。

◎６月１３日曇

２:00P.Ｍ、観察地着，周辺調査。暑さもさることながら，湿度が高いせいか非常に蒸す。ミズイロ

オナガシジミ３頭目撃，うち１頭採集。アカシジミは発見できず，夕刻に期待。

見沼にはキジがいるようで，母子と遭遇する。

６:40P.Ｍ・アカシジミ，梢上にて黄昏飛溺開始。クヌギの梢上で，２頭のアカシジミの「からみ」

飛溺を複数回確認する。同時に２頭の飛溺中の個体を確認しだのは初めてであったが，これで，個体

数は少ないながら複数の個体の生息することが判明。世代交代の可能性は充分あり。

◎６月１６日晴

５:50P.Ｍ，観察地着。

６:00P.Ｍ，雑木林近くのクリ（花は満開）の木を叩く。クリの樹冠部の花に訪花中のアカシジミが

飛び出し，ソメイヨシノの木で静止しようとするが，そのまま高所に移動して行き，雑木林のクヌギ

の樹上高く飛んでいって静止。今日は明るい場所で，また近匪離で，はっきりと「オレンジ色」のア

カシジミを確認。

６:30P.Ｍを過ぎてから，１個体ずつではあるが，梢上での黄昏飛溺個体を数度目撃。

付近では，カッコウ頻繁に鳴く。夜間は風が出て涼しい。

◎６月１７日曇

６:00P.Ｍ・観察地着，少々風あり。ポイントとなるクリの木を叩くも，アカシジミは飛び出さない。

６:20P.Ｍ・クヌギの梢上で黄昏飛溺を開始したアカシジミを確認。活発に飛び回るとは言っても，

ミドリシジミなどとは異なり，梢上を「舞う」といった飛溺。この日は，折からの風に流され，上空

を思うように飛べない様子。

６:35P.Ｍ、この気象条件が幸いして，６段つなぎで，上空を飛溺中の個体１芋の採集に成功。１半

捕獲後も，３度にわたりアカシジミを目撃（このうち，同一時間に同一空間を飛溺する２頭のアカシ

ジミを２度確認しているので，個体数は少なくとも２頭以上はいると思われる）。

地元農家の人の話では，観察地周辺ではノウサギが多いとのこと。また最近では，誰が放したのか，

キツネが住みついているとのことで，親子連れが何度も目撃されているとの由。

この日も，前日のカッコウ鳴く。

－２３３０－
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◎６月１８日薄曇のち晴れ間あり。強風吹き荒れる。

６:00P.Ｍ・観察地着。Ｐ､Ｍ５:00前後から風が強くなり，時折，大木の基幹が風で揺れるほどの強風
が吹く。

風のある時は，アカシジミがどうしているか，この目で確認しだい。

ミズイロオナガシジミについては下草のクズに静止している個体を発見。強風下，風に飛ばされま

いとしっかりと止まっている様子。ネットをさしのぺて飛び立たせても，通常のように高所へは上がっ

ていかず，すぐ下草に止まってしまい逃げない。

７:10P.Ｍ・観察地が暗くなり，蝶の姿の確認が困難になるまで，現地で観察を続けたが，アカシジ

ミの飛溺は見られず。ミズイロオナガシジミ同様，アカシジミも強風下では飛ばない。

◎６月１９日晴

３:00P.Ｍ、観察地着。真夏を思わせる暑さだが，風があるので幾分和らぐ。夏型のキタテハがやた

ら目につく。

３:50P.Ｍ・飛溺する１頭のアカシジミ目撃（林縁を飛溺中の個体で，キタテハの追飛を受ける）。

６月には珍しいヒメアカタテハ１早を採集する。この他，ウラギンシジミ，コムラサキを各１頭ず

つ目撃する。

４:10P.Ｍ・アカシジミ１平が耕作地へ舞い降り，栽培種（キキョウ）に止まりながら移動し，クリ

の花に吸蜜のため訪花した（→採集）。

５:50P.Ｍ・風が止む。クリの木の背後の茂みの中から，突然アカシジミ１Ｊが飛び出し，クリの葉

上に静止（→採集）。黄昏飛溺を開始するための行動か。夕刻前にも，不活発ながら活動が見られる。

６:45P.Ｍ・梢上で黄昏飛溺を始めたアカシジミを確認。梢上での黄昏飛溺を始める時間が，いつも

より遅かった。個体数も最盛期を過ぎたようで，少なくなってきている感じがする。

１頭の飛溺個体に促されるように，別の個体がクヌギの樹冠部より飛び出す。この個体は林縁部を

離れ，不活発に近くのクリの木まで舞い降りた。吸蜜を確認，何と６:50P.Ｍ、

７:OOP.Ｍ・雑木林から雑木林へ，梢上を渡る１頭のアカシジミを確認。

７:20P.Ｍ・夕闇が濃くなり，蝶影の確認ができず，観察を終わらす。

◎６月20日薄曇

６:1OPM，観察地着。

６:2OPM・アカシジミ梢上での黄昏

飛溺始まる。いつものルートを飛ぶ個

体が目立つ。３０分ほどの観察時間にア

カシジミ８個体確認（但し，同一個体

を重複してカウントしている可能性も

高い）。

同じ組合せの２個体が，梢上で２度

「記どもえ」飛溺をするのを確認。わ

ずか２秒ほどで離れるが，前日までの

観察でみてきた「からみ」飛溺とは異

なり，極めて短時間ではあるが，形と

しては明らかに「記どもえ」飛溺であ

る。

６:３０P.Ｍ，先ほどとは別の組合せの

２個体（うち１頭は特に小型）が「か

らみ」飛溺。小型の個体－この個体は

産卵でもしているのか，一本のクヌギ

の樹冠部に固執し，時折静止をくり返

すが，遠くへ飛び離れることはなかっ

た－の周りを，標準的な大きさの個体

が，図示のようにぐるぐる回るが，小

－２３３１－
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型の個体の万はほとんど反応しないで飛溺し続けた。この飛溺パターンを２度目撃した。
７:00P.Ｍ・観察地から大門寄りに500メートルほど入つだ別の雑木林で，梢上を飛溺中のアカシジ
ミを確認。生息密度は薄いながらアカシジミは広範囲に生息している。

◎６月21日曇

６:１０P.Ｍ・観察地着。すでに梢上ではアカシジミの黄昏飛溺が始まっている。２頭による出会いが
しらの「からみ」飛溺は確認できるも「記どもえ」飛溺まではいかない。アカシジミは計８頭ほど
確認（但し，同一個体を重複してカウントしている可能性あり）。
大白天明神の杜の梢上にも，飛溺中のアカシジミ１頭を確認した。
７:００P.Ｍ・観察を終える。

◎６月29日晴

５:0OPM・観察地着。

５:30P.Ｍ，テリトリーを争う，トラフシジミ夏型２㎡'を確認。ﾐﾄﾐPリシジミ４忽目撃し，３㎡'によ
る「記どもえ」飛溺をみる。

６:2OPM今年のように発生が遅れた年であっても，６月末には姿を消してしまうのか，アカシジ

ミは６:20P.Ｍを過ぎても現れず。

６:3OPM・観察を終了し，帰途につく。

詞澗絹帥ｱｶﾐ篭棚船削

観察日 天気 鯛で0龍澗0舶削 備考 観察日 天気 鯛、龍綱0雛醐 備考

6／８ 曇 ６：３０P.Ｍ・～ ６／1８ 薄曇 確認できず 弧蛇削る

6／1２ 曇 ６：３５P.Ｍ､～ ｿ晩,３腺さ ６／1９ 晴 ６：４５P.Ｍ～ 顛鍛純縄さ

６／1３ 曇 ６：４０P.Ｍ・～ 輪鴎し割 6／2０ 薄曇 ６：２０P.Ｍ､～

６／1６ 晴 ６：３０P.Ｍ・～ ｸﾘ晩,鯛 6／2１ 曇 6:１０P.ＭすでE綱巾 刑融解ｶﾌ゙ を

６／1７ 曇 ６：２０P.Ｍ､～ 助り 6／2９ 晴 確認できず ｱｶﾂﾐ,蕊溺

大した成果は得られていないが，以上が小観察の経過である。浦和市間宮のアカシジミの樹冠での

黄昏飛溺開始時刻は，筆者の観察の範囲内では，概ね午後6時30分前後に集中していた。また，黄昏

飛溺終了時刻についてであるが，いずれの日も午後7時を過ぎ，夕闇で飛溺中の個体の確認が困難に

なるまで続いていだ。因に，アカシジミの日周活動時刻は，地域によって相違しているらしく，要因

としては，経・緯度によって生ずる時差や日長時間差などが考えられるという。また，活動を促進す

る要因として，照度のほか，気温が考えられている。

[引用文献］

福田晴夫他共著（1984）原色日本蝶類生態図鑑（Ⅲ）；１０３－１０８．

碓井徹（1971）浦和市の蝶類FAMlLYVo１．２２；２４．

巣瀬司（1989）浦和市見沼たんぼにおける蝶寄せ蛾記５４；９６４．

－（1990）埼玉県内の1960年代の蝶の記録寄せ蛾記５７；1046．

星野正博（1996）浦和市内のアカシジミ，ミズイロオナガシジミ寄せ蛾記８０；２１４２．

中川利勝（1973）住所地周辺の蝶類浦和市一南測･焔０．棚万一及び蕨市（未発表）；５．
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図'４ ｢見沼たんぽ」のいたる所で始まっている開発風景図５同左

日曜日も休むことことなく急ピッチで進む」
◎図３，４，５とも1997年４月撮影

↓の位置が浦和市間宮のアカシジミ観察地

（なかがわとしかつ〒333川口市道合22-1-302）
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図３浦和市間宮のアカシジミ観察地

１．→はアカシジミの主な梢上飛朔ルートを示す

２．吸蜜個体の観察されたクリ

３．このクヌギの大木の樹冠部を中心に飛翻する傾向が見られた

４，出会いがしらのアカシジミ「寵ともえ」飛翻が観察された空間

５，６．ミドリシジミの植樹となっているハンノキ
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行田市須加の直通類
内田正吉

●

行田市の直通類に関しては，以前に本誌67号で報告している（内田，1993）．そのなかで明記した
ように，行田市北部の利根川周辺は未調査であった．

1996年秋に，同市須加（すか）の利根川周辺の直通類を観察する機会に恵まれたので，そのときに

確認することのできた種を記録する．報告するにあたり，観察会へお招きくださり報告することを快
諾してくださった須加自然観察クラブの飯塚茂夫氏に，厚くお礼申し上げます．

場所：行田市須加（須加公民館～須加小学校付近とその周辺の利根川土手や河川敷）

観察月日：1996年10月１２日午後２時～６時．天候は曇り．

今回確認できた種の多くは，参加した小学生たちが採集したものを筆者がそのつど同定したもので

ある．コオロギやキリギリスでは，鳴き声による確認も含まれている．

キリギリス科（６種）

ツユムシ，クビキリギス，クサキリ，ウスイロササキリ，コバネササキリ，ヒメギス．

コオロギ科（８種）

ツヅレサセコオロギ，ヒメコオロギ，クマコオロギ，ミツカドコオロギ，エンマコオロギ，シバス

ズ，マダラスズ，アオマツムシ．

エンマコオロギでは，いわるゆ「山地型」と思われるかなり黒色の濃い個体が１部得られた．

オンブパッタ科（１種）

オンプバッタ．

イナゴ科（２種）

コバネイナゴ，セグロイナゴ．

セグロイナゴは河川敷の草むらで１ペアのみ見られた．

バッタ科（２種）

ショウリョウバッタ，トノサマバッタ．

バッタ科ではこのほかに，マダラバッタらしい個体を見ているが，不確かであるのでリストには

含めなかった．

ヒシバッタ科（２種）

ハネナガヒシバッタ，ハラヒシバッタ．

以上21種を確認することができた．確認できた種数はそれほど多くはなかったが，これは時期的に

やや遅いためだと思われる．今回確認することのできた21種のなかには，分布上重要と思われるもの

が含まれている．たとえばセグロイナゴはそれほど多くないバッタであり，山崎(1978)では，本庄市

（利根川河原），東松山市（高坂），飯能市（宮沢湖）の３カ所が記録されている．これ以外では江

南町押切，北川辺町柏戸（以上，和田，1996）や熊谷市桜木町（荒川河原）（内田，1995）など，県

内での分布はやや限られている．また，コオロギ類では，記録がやや少ないクマコオロギの生息が確

認できた．ただし本種は行田市からはすでに記録されており（内田，1993），行田市周辺の低湿地に

は広く分布していることが予想される．

引用文献

内田正吉(1993)埼玉県行田市の直通類．寄せ蛾記,（67):1470-1475．

内田正吉(1995)河原に生息するバッタについて．埼玉動物研通信,（22)：1-5．

和田一郎(1996)埼玉県の直通類について．寄せ蛾記,（79):2102-2112．

山崎柄根(1978)埼玉県の直通類．埼玉県動物誌:383-398,3p１．

（うちだまさよし〒369-12大里郡寄居町桜沢1505）
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埼玉県昆虫誌基礎資料（Ⅲ）

吉越肇

今回埼玉昆虫誌の準備に際し,友人や会員の方たちから多くの甲虫の標本を譲っていただいた．また

その後の自己の若干の採集品も含めて,この機会にその記録を発表させていただきたい．残念ながら埼

玉昆虫誌の発刊まで未検討で終わりそうなものについては順次機会を見て検討してゆきたいと思う．

貴重な標本を恵与下さり，発表の機会を与えていただいた大野勝示氏,町田文彦氏更に碓井徹氏,小田博

氏,南部敏明氏,内田正吉氏,築比地秀夫氏の各会員の皆様に深謝申し上げたい．以下の標本はすべて筆

者が保管している．

なおデータの記入は,採集頭数,場所（埼玉県は省略），日付（西暦/月／日），採集者名の順であるが，

地名,採集者などが重複する場合この限りではない．またラベルに従った記入をしているので,表記法

は必ずしも統一されていない．

CUPEDIDAEナガヒラタムシ科

7℃"Ｏｍｅｒ宮amucida（CHEVROLAT）ナガヒラタムシ

lex.，秩父郡両神村四阿屋山,1994/7/30.小田博．

CICINDERIDAEハンミョウ科

αcmdeIaAraIeeayedoe"sisKANOトウキヨウヒメハンミヨウ

lex.，Shogensawa,Ranzan,1996/8/22,Ｔ､Nambu；lex.，Tohyama,Ranzan,1996/8/22,Ｔ・Nambu；lex.，
上尾市壱丁目1996/7/23,碓井徹．

αc血deIaspecuIarisCHAUOIRコハンミヨウ

lex.，江南町押切,1996/5/27,碓井徹．

αcmdeIagracZIisPALLASホソハンミヨウ

lex.，小川町高谷,1996/9/15,碓井徹．

CARABIDAEオサムシ科

命ra加saZhrec力tiesaAria"usNAKANEエサキオサムシ

ｌ早,東秩父村登谷山,1993/6/20,小堀文彦；ｌ早,秩父郡皆野町破風山1991/5/23,小田博．（◆両個
体とも黒化型である．全体に黒青色を帯び,特に上迩側縁において明らかである．）；１３，小川町金

勝山,1993/7/17,碓井徹．；１早,Sengen-yama,Ogawa,1995/8/3,Ｔ､Nambu．

曲ra加ｓ血suIZcoIamsuIicoIaCHAUDOIRアオオサムシ

１早,小川町高谷,1996/9/１５,碓井徹．

－２３３５－



寄せ蛾記（83号）

Leptocara加ｓａ功oreusoguraiISHIKAWAチチブホソクロナガオサムシ

２早,秩父郡大滝村雁坂峠,1993/8/5,町田文彦．

/VehriaIe”siBATESカワチマルクビゴミムシ

８ex.，毛呂山町,1983/１１/27,大野勝示．

/Vehriabadoa"ａＢＡＴＥＳサドマルクビゴミムシ

lex.，秩父郡大滝村雁坂峠,1993/8/5,町田文彦．◆埼玉県初記録と思われる．

/VbtiqphuusZmpressiかo"sMORAWITZミヤマメダカゴミムシ

lex.，横瀬町丸山,1993/7/11,碓井徹．

Pterostic加ｓＰＺａ〃ocoZZisMOTSCHULSKYキンナガゴミムシ

１ex.，小川町高谷,1996/9/15,碓井徹．

1997年6月

Pterostic加ｓ皿crocep〃Juｓ（MOTSCHULSKY）コガシラナガゴミムシ

志木市下宗岡四丁目，（3ex.，1996/4/２９；lex.，1996/5/1），大野勝示．；３ex.，毛呂山町大谷木，

1996/8/31,大野勝示．

Pteros〃c加ｓＪ'QrztomMﾉｓＢＡＴＥＳヨリトモナガゴミムシ

２ex.，志木市下宗岡四丁目，1996/5/1,大野勝示．；朝霞市根岸台八丁目，（1ex.，1996/4/２４；lex.，

1996/4/２６；２ex.，1996/4/２９；lex.，1996/5/1.）；lex.，朝霞市上内間木,1996/5/1,大野勝示．

PterostZc加SAraj血”aズＨＡＢＵｅｔＴＡＮＡＫＡカジムラヒメナガゴミムシ

lex.，志木市下宗岡四丁目，1996/5/1,大野勝示．；１ex.，入間郡毛呂山町大谷木,1996/3/31,大野勝
示．

"terostic加ｓ〃usa幼ｉｅ"功isKASAHARAムサシノナガゴミムシ

１c71,4早.，入間郡毛呂山町大谷木,1993/11/7,大野勝示．

"icra"o"cusfE"QraZisCHAUDOIRルリヒラタゴミムシ

１ex.，毛呂山町大谷木,1996/6/6,吉越肇．

cbZpodesrubrioIusBATESクビアカモリヒラタゴミムシ

lex.，小川町金勝山,1993/8/20.碓井徹．

CbZPodesZa皿ProsBATESコハラアカモリヒラタゴミムシ

１ex.，入間郡毛呂山町大谷木,1996/6/18,大野勝示．

SW7uc加satricojQr（BATES）ホソツヤヒラタゴミムシ

lex.，入間郡毛呂山町大谷木,1993/9/28,大野勝示．

S）z"Uc加scycIoderUs（BATES）クロツヤヒラタゴミムシ

４ex.,横瀬町芦ケ久保（県民の森），1992/6/20-21,利根川雅実．《小田博同定》

5Ｊz"uc加ｓ画eIa"功ｏ（BATES）コクロツヤヒラタゴミムシ

lex.，秩父郡大滝村黒岩尾根,1993/8/2,碓井徹．

S〕z"uc加sarcuatico〃ｉｓ（MOTSCHULSKY）マルガタツヤヒラタゴミムシ

lex.,入間郡毛呂山町大谷木,1996/9/28,大野勝示．

－２３３６－



1997年6月

伽ara紅ogoe"siｓ（BATES）ヒョウゴマルガタゴミムシ

lex.，志木市下宗岡四丁目，1996/5/1,大野勝示．

肋isodactyIussZg刀atuｓ（PANZER）ゴミムシ

志木市下宗岡四丁目，（lex.，1996/4/２９；lex.，1996/5/1），大野勝示．

寄せ蛾記（83号）

肋isodactJ'Ｊｕｓｐ”ctatiPe""isMORAWITZホシボシゴミムシ

lex.，朝霞市根岸台八丁目，1996/4/26．；２ex.，朝霞市上内間木,1996/2/29．；２ex.，志木市下宗岡四

丁目，1996/4/29．；lex.,入間郡毛呂山町大谷木.以上,大野勝示．

肋ZsodactyIustricuspidatusMORAWITZヒメゴミムシ

lex.，和光市新倉二丁目，1996/4/２９；lex.,志木市下宗岡四丁目，1996/4/２６；lex.,入間郡毛呂山町

大谷木,1993/3/31,大野勝示．

ﾉﾂazpaZuscap血oMORAWITZオオゴモクムシ

lex.，小川町金勝山,1993/8/20,碓井徹．

肋zpaJusc伽Ice"”ｓＢＡＴＥＳツヤアオゴモクムシ

毛呂山町（8ex.，1984/4/２９；lex.，1984/5/１９；lex.，1984/6/16）．入間郡毛呂山町大谷木（1ex.，

1996/3/31,大野勝示；１ex.，1996/6/16,吉越肇）．

脆zpaIuscreatesBATESチョウセンゴモクムシ

lex.，和光市新倉二丁目，1996/4/29,大野勝示．◆埼玉県では2例目である．少ないもののようだ．

肋zpaZuscQzporosusMOTSCHULSKYヒロゴモクムシ

lex.，大里郡寄居町山崎,1995/9/21.内田正吉．

肋zpaIustride"sMORAWITZコゴモクムシ

lex.，入間郡毛呂山町大谷木1996/3/31,大野勝示．

肋rpaIustmcmJusBATESアカアシマルガタゴモクムシ
１ex.，志木市下宗岡四丁目，1996/4/29,大野勝示．

AcupaIpusZ"QmatusBATESキイロチビゴモクムシ

lex.，秩父郡両神村四阿屋山,1994/7/30,小田博．；lex.，浦和市塚本,1996/5/19,吉越肇,吉越翠．

Ste"oIQp加ｓｄ正方cjZzs（HOPE）ミドリマメゴモクムシ

lex.，羽生市上手子林,1996/5/25,吉越肇．

"e"e”Zａｓ辺aZgiJ7ico〃isBATESミズギワアトキリゴミムシ

lex.，寄居町牟礼,1995/7/2,Ｍ.Uchida．

LebiabZfE"estrataMORAWITZフタホシアトキリゴミムシ

lex.，小川町高谷,1995/4/15,Ｍ.Uchida．

〃Q"血sbatesiHABUベーツホソアトキリゴミムシ

lex.，横瀬町芦ケ久保（県民の森），1992/5/23-24,矢野高広《小田博同定》

－２３３７－



寄せ蛾記（83号）

SHILPHIDAEシデムシ科

/Vecrodes〃igrZcomisHAROLDモモブトシデムシ

lex.，比企郡小川町金勝山,1993/8/20,碓井徹．

〃ﾉpﾙａＪｏ"gicQr刀ZsPORTEVINホソヒラタシデムシ
0

２ex.，秩父郡大滝村雁坂峠,1993/8/3,町田文彦．

SCARABAEIDAEコガネムシ科

βＯ肋oceroso"ａ〃ZgrQpIagiam〃（WATERHOUSE）ムネアカセンチコガネ

lex.，横瀬町県民の森,1996/8/１０,築比地秀夫．

助功Qp加gusZe"z立HAROLDカドマルエンマコガネ

lex.，皆野町登谷山，1996/7/6,吉越肇．

1997年6月

肋妨”"apect血ataLEWISヒゲブトハナムグリ

13,Nohara,Konan,1993/5/23,Ｔ・Nambu（文殊堂）；１３，Ishidojiku・Kitamot（
Ｔ､Nambu．（石戸宿）；１３，Kawashima,Ramzan,1996/5/3,Ｔ､Nambu．（鬼神神社）．

；１３，Ishidojiku・KitamotoC､1994/5/10,

Ect血妨Qp〃ａｏ６血cta（MOTCSHULSKY）ヒメアシナガコガネ

７ex.，毛呂山町大谷木,1996/6/16,吉越肇．

ﾉﾂﾛp〃ａｃｏｍ""isWATERHOUSEアシナガコガネ

９ex.，浦和市塚本,1996/5/19,吉越肇,吉越翠．

paratric力血ｓｄＯｅ"血Z（HAROLD）オオトラフコガネ

１３,毛呂山町大谷木,1996/6/16,大野勝示．

Oxyceto"Ｚａｊ雌”ぬ（FALDERMANN）コアオハナムグリ
■

４ex.，羽生市上手子林,1996/5/25,吉越肇．

GZJ'CJPﾉｹa"ａ血Z〃Stem画aMOTSCHULSKYクロハナムグリ

２ex.，毛呂山町大谷木,1996/6/16,吉越肇．

EQpﾉｹﾙurUsc力ｍｅ"siｓ（FALDERMANN）コカブトムシ

１早,川島町上小見野,1991/11/16,吉越肇．

TENEBRIONIDAEゴミムシダマシ科

"e"印功ズルsZuce"sMarseulコツヤホソゴミムシダマシ

lex.，比企郡小川町金勝山,1993/8/20,碓井徹．

〃o"ａ〃arseuIzNAKANEエグリゴミムシダマシ

lex.，比企郡小川町金勝山,1993/8/20,碓井徹．

此terotarsuscari"uJaMARSEULスジコガシラゴミムシダマシ

lex.，毛呂山町大谷木,1996/6/16,吉越肇．

－２３３８－



1997年6月 寄せ蛾記（83号）

CERAMBYCIDAEカミキリムシ科

Puzpurice"ｕｓｔｅ皿"血c灯Ｉ（GUERIN-ME★NEVILLE）ベニカミキリ

毛呂山町大谷木,（4ex.，1995/5/６；２ex.，1995/5/24），大野勝示．；３ex.，1996/6/16,吉越肇．

Uraec伽６曲acuIataTHOMSONヤハズカミキリ

lex.，毛呂山町大谷木,1996/6/16,吉越肇．

CHRYSOMELIDAEハムシ科

鋤aragぴｉ"ａｓe』7iaura"t血Ｃａ（FAIRMAIRE）ムナキルリハムシ

lex.，羽生市上手子林,1996/5/25,吉越肇．

AgeIas〃cacoeruJeaBALYハンノキハムシ

６ex.，浦和市塚本,1996/6/9,吉越肇,吉越翠．

(よしこしはじめ〒33l浦和市高砂３－１４－９－４０２）

● ●●

クロツヤキマワソの採集例

吉越肇
●●●●●●●●●●

クロツヤキマワリ（〃esiQP〃幼a〃ussPectabjJZsHAROLD）は，キマワリ（Ｒ〃igro-cJ'a"eus

MOTSCHULSKY）とくらべると見かける機会が少なく,今まで筆者が採集している若干の個体は灯火に飛

来したものである．少し前に内田氏（1996）によって興味深い観察結果が発表されているが,このたび

筆者も下記のように観察,採集しているので報告したい．

９exs.，埼玉県朝霞市上内間木，1996年８月３日，筆者採集．

荒れ地に放置された,太さ約10cmの広葉樹の朽木の内部から見い出した．朽木の表面は既に表皮が剥

離し,内部はノコクズ状だった．本種の成虫はキマワリに較べると脚が短く背部も低く，より朽木内部

の生活に適応しているように見えるが,実際朽木を割った直後には,あたかもオサムシ類のごとくすば

やく別の場所に移動し潜り込む行動を見せるなど,ウスノロ的なキマワリとは少し異なった印象を受け

た．なお同時に幼虫と思われるのも同じ場所から2-3頭発見している．

参考文献

内田正吉（1996）埼玉県産ゴミムシダマシ科昆虫の採集記録寄せ蛾記，（78）：2073-2074.

(よしこしはじめ〒331浦和市高砂３－１４－９－４０２）

－２３３９－



寄せ蛾記（83号） 1997年６月

● ●

群馬県と山梨県におけるヨコズナツチカメムシの採集例
吉越肇

ヨコズナツチカメムシ(Adrisaロagﾉ7aUHLER)を次のように採集しているので報告する．

１．１２exs.，群馬県館林市堀工(ほりく）町,1996年５月18-25日,筆者採集．

２．２exs.，山梨県大月市富浜町鳥沢,1996年６月1-8日,筆者採集．

上記の個体は,すべて糖蜜を主体としたベイトトラップに落下していたものであり，筆者はこのよう

な経験を今まで持たないが,本種の生態に関連するものとして報告する次第である．

なお標本は筆者が保管している．

（よしこしはじめ〒33l浦和市高砂３－１４－９－４０２）

板橋区におけるテングチョウの目撃例

吉越肇

板橋区においてテングチョウ（L功J'功eaceI〃ｓｃｅＩ伽desFRUHSTORFER）を次のとおり目撃してい

るので報告する．

lex.，東京都板橋区坂下3丁目，1996年12月２５日午後0時30分ごろ，筆者目撃．

筆者の勤務先の事業所玄関付近の，日の当たるコンクリート上で静止していた．接近して見たところ

新鮮な個体だったが,そのまま飛び去った．当日は晴天無風で,東京の午後3時の気温は14.6℃と平年よ
りも3.7℃高かった．

参考文献

ｌ・板橋区(1986)板橋区昆虫類等実態調査,ｐ４６．

２.板橋区(1991)板橋区昆虫類等実態調査（・）,ｐ57．

（よしこしはじめ〒33l浦和市高砂３－１４－９－４０２）

●●●●●●

毛呂山町のベニバハナカミキリの記録録

吉越肇
●●●●●●●●●●

毛呂山町において次のようにベニバハナカミキリPaja"aspiaa"aspido〃eｓ（BATES）が採集されて
いるので報告する．

lex.，埼玉県入間郡毛呂山町大谷木,1996年６月１６日，大野勝示採集

採集地点は,鎌北湖から流れ出る小河川が毛呂山町営(?)の売店付近にさしかかったあたりで,河川の
上を飛翻中のものをキャッチした．なお当日はクリの花で何種かの甲虫を採集しているが,発表は別の
機会としたい．採集品を恵与下さり，発表の機会を与えていただいた大野勝示氏に厚く御礼申し上げる．
標本は筆者が保管している．

（よしこしはじめ〒33l浦和市高砂３－１４－９－４０２）

－２３４０－



1997年6月 寄せ蛾記（83号）

埼玉県動物誌における地名の確認について

吉越肇

●

埼玉県動物誌(以下動物誌)は1978年に刊行され,その昆虫関係の分野においては故市川和夫さん,南

部敏明さん,原勝司さん,斎藤良夫さん,原聖樹さん,野沢雅美さん,山崎柄根さん,長須房次郎さんら,当

時から指導的な役割を果たされた方々の手によるものであった．今回我々が埼玉県昆虫誌(以下昆虫

誌)を取りまとめるにあたり，大きなよりどころとなっていることは周知のことである．

さて昆虫誌の編集作業中,動物誌を引用する際に生じたいくつかの地名に関する疑問について,今回

執筆者のお一人である斎藤良夫さんに電話でお話を伺う機会があり，以下の地名の所属市町村が明らか

になったので,ここに報告し,昆虫誌関係の編集作業に寄与することを願う次第である．

・双子山：秩父郡小鹿野町の二子山をさす．

・川俣：秩父市の川俣(浦山川上流)をさす．羽生市の上ﾉＩｌ俣,若くは本川俣ではない．

・荒沢出合および赤沢出合：大滝村,入川上流部．

昆虫誌の作成に御理解を示され,多忙にもかかわらず快く質問にお答えいただき,かついくつかの貴

重な文献を御提供いただいた斎藤良夫さんに深謝申し上げる．

(よしこしはじめ〒33l浦和市高砂３－１４－９－４０２）

●●●●●●●

浦和市内で採集した蝶

●●

１．ウラナミアカシジミ（ﾉapoj7icasaepestriata）

１９９１年６月２５日埼玉県浦和市秋が瀬ピクニックの森１３

ミドリシジミを見る集いの際，クヌギの枝から叩き出した．破損した個体である．

若杉英紀

●●●

２．オオウラギンスジヒョウモン（jzmzrorQ"erusIam）

１９９３年６月２７日埼玉県浦和市秋が瀬ピクニックの森１３

ミドリシジミを見る集いの際，ヒメジョオンの花で吸蜜中の本種を発見した．新鮮な個体である．

３．オナガアゲハ（Ｐａｐｕｉｏ画aciIe"”s）

１９９６年８月２８日浦和市北浦和１３

午後１時頃，自宅の庭のクサギの木で吸蜜中の本種を発見した．当日は，朝まで雨が降っており，

その後一日中気温は高かったが曇っていた．本個体は尾状突起が片方欠けているが，特に飛び古し

た個体ではない．

(わかすぎひでき〒336浦和市北浦和５－１５－１０リラテイヴ北浦和lO2）

－２３４１－



寄せ蛾記（83号） 1997年6月

●

中津川天牛記その１

石蔵拓

●●●●●●

１９９４年の春

３月２０日晴れ。

生まれて初めて埼玉県大滝村の中津川を訪れた。

この地方へ採集に来る者は少ないと聞いて魅力を感じた。

私は宮平から小双里、滝沢、塩沢、中津峡と車を進めた。

周辺の山はダム建設中で伐採が進み禿山になっている。

民家は小双里から先はなくなった。

道は片道車線でＳ字カーブが多く対抗車が来ると２台通れそうなスペースへバックする。

それの繰り返し。しかし大滑トンネルからは２車線の舗装道路となる。

数件民家のある中双里を通りいくつかトンネルを抜けた付近から突然道が悪路となった。

そこは新しいトンネルエ事の現場となっていた。

釘でもささったか？

後輪のタイヤを２つともパンクさせてしまった。

車を脇に駐車して民家のある中双里まで長い距離を歩いた。

道側に１軒だけある家で電話を借りることにした。

その家には昔はここで旅館をしていたという老夫婦が住んでいた。

そこの奥さんが車の故障でよく人がかけこんで来ると言っていた。

電話でＪＡＦを呼んだ。ＪＡＦは熊谷から来るらしい。

時計は１６時を回っていたので帰宅は夜になると覚悟した。

老夫婦はもてなしてくれて、夕食までごちそうになった。

彼等からダム建設で立ち退いた人の話しや民家の激減で猿、猪、かもしか（？）が里に降りてきて

畑を荒らす話しなどを聞いた。

意外と早くＪＡＦが来た。帰宅したのは夜の１１時すぎとなった。

４月３０日

８時スタート。

１３時スギ中津川着。

曇りのち小雨。

中津川へはこれ以上行かない方がいいのではないかと思った。

しかし前回のお礼はしようと思い中津川へ出かけた。

再びダム建設で広範囲に伐採された所を見ると、数年後にはここの採集記録は幻となるのだろう。

記録が少ないままにダムに沈むのは惜しい気がした。

滝沢地区伐採地で小雨模様の中、コメツキ、ヒナルリハナカミキリ、ハムシダマシ採集。

サンショウウオを伐採地に残る湧き水の溜まりに見つけた。

もうまわりには彼等を隠す草木もない。

伐採から逃れた一本のホウノキが弱々しく立っていた。

中双里で前回の老夫婦にお礼を言い、地元の巣鴨地蔵で買ったセンベイをあげた。

小雨だが付近に咲く桜の花でヒナルリハナカミキリ、ハムシダマシを採集する。

５月８日晴れ

－２３４２－
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一度のパンクだが、中津川行きへの不安は変わらなかった。

行くのはやめようか？まだ結論は早い。中津川を一通り見てから決めよう。

宮平から中双里を抜けて例のパンクした付近は緊張しながら車を進めた。

それから先は私にはまったくの未知の場所だ。

三国峠と金山の分かれ道で金山のコースをとり小倉沢地区を経て、金山志賀坂林道へ入った。

午前11時一午後1時、落合橋付近で採集。シロトラカミキリ、エグリトラカミキリ、ダイミョウコメ

ッキ。

駐車していた私の白い車にひなたぼっこに来た。

沢にある伐採木から飛び立つコルリクワガタ３１頭をＮＥＴ･

その他コメツキ君、チョッキリ君がいた。

午後１時一午後４時、小倉沢地区の製材所（針葉樹ばかりの土場）で採集。クロカミキリ、オオマ

ルクビヒラタカミキリ、ヒメスギカミキリ、アカネカミキリ、アトモンサビカミキリ。

ＳＷＥＥＰＩＮＧできる花が見あたらないのはカミキリ屋にはおもしろくない。

採集に来る者が少ないのもうなずける。

５月１４日

小鹿野へ出かける。

両神山周辺もひとおり見ておこうと思った。

午前11時一午後4時坂本付近で初めて採集。

ハナムグリ、コアオハナムグリが見られるようになった。ホタルカミキリ（ネムの伐採木）、ヒメ

リンゴカミキリ（ホオノキの葉）、シナノクロフカミキリ、フタオビノミハナカミキリ、クロハナカ

ミキリ、ニワハンミョウ、クロナガタマムシ、カメノコテントウ。

伐採材はかなり古い。

ＳＷＥＥＰＩＮＧできる花が極端に少ない。

５月２１日

初めて両神山へ

白井差小屋から三笠山まで登る。登山が目的でなくて採集環境の初見が目的である。ヒナルリハナ

カミキリ、キバネニセハムシハナカミキリ、ピクニセハムシハナカミキリ、フタオビノミハナカミキ

リ、ヒメスギカミキリ、トゲヒラタハナムグリ、クロジョウカイ。
クロジョウカイ君はＢＩＧサイズ。しばらく飼育したが、ハエ、ハナカミキリ、などの小虫をバリ

バリ食べる。

花が少なく採集効率が非常に悪い。

ハナカミキリは期待薄。

午後１時

早々に下山して両神村周辺へ。

スミナガシ、キクスイ類がコナラの樹液に来ていた。

アカハネムシの多さが目立つ。ゴマフカミキリも点々といる。

ケヤキの伐採木でチャイロホソヒラタカミキリ、ケヤキナガタマムシ、シロテンナガタマムシ採集。

６月以降、次回へ続く（ビヤクシンカミキリ登場）

(いしくらひらき〒１１４東京都北区滝の川６－３９－５－５０２）

－２３４３－
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寄せ蛾記（83号）

記事の訂正

吉越肇

筆者が寄せ蛾記に投稿した記事の中に,その後誤りを発見しているので,下記のように訂正する．

lex.，板橋区…1995年10月１８日（目撃）

訂正(下線部）掲載号 誤箇所

25.飯能市矢面,１３．．．

４.浦和市高砂二丁目…

荒川東岸の河川敷で…

13.，日本橋久松町.1995年10月LZ日(採集

25.飯能市矢,１部…

4.浦和市仲町一丁目…

荒川西岸の河川敷で…

…日本橋若松町.1995年10月(採集）

板橋区…（目撃)1995年10月
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）

－２３４４－

伊奈町でウシカメムシを採集の訂正とお詫び

上から2番目と４番目は地名を良く確認しなかったのが原因．

４番目と5番目はとりあえず入力しておいたものを見直しもせずにうっかり提出してしまったのが原

因である．

なお，寄せ蛾記(72）：1735における，ミヤマホソハナカミキリ〃iostra"ga〃ａｃｏ"tractaBATES

の記録について,数名の方から近縁の別種ではないかとの指摘を受けている．したがって念のため一度

記事から削除し,その後専門家に同定を依頼するなどした後,正式のデータとしたいと思う．

(よしこしはじめ〒33l浦和市高砂３－１４－９－４０２）

●

長畑直和

●

寄せ蛾記82号（2281頁）に報告した内容で，不適当と判断される部分がありましたので訂正致しま
す．

参考文献２）の野沢による報告は，参考文献ｌ）の大野の総説にも収録されており，本文５行目３２
文宇目から６行目４文宇目までを削除します．

筆者の報告の不適正についてご指摘いただいた大野正男氏に感謝するとともに，関係諸氏にご迷惑
をおかけたことに対してお詫び申し上げます．

(ながはたなおかず〒362上尾市原市11-3越川グリーンハイツ５号）
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